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１．はじめに

大会を開催するにあたり、

・公益財団法人日本バレーボール協会による

「バレーボール競技に関わる大会等の再開時のガイドライン」

・全日本大学バレーボール連盟による

「ミキプルーンスーパーカレッジバレー２０２１大会ガイドライン」

・感染者等の対応については「新型コロナウイルス感染症の対応指針」

以上３つの内容を踏まえ、大会参加者及び大会運営者は遵守すること



１．はじめに

（１）バレーボールにおける感染リスク

（２）選手個人の感染リスク

高強度・長時間の運動により、免疫機能が一時的に低下することが知られている。
新型コロナウイルスに対する免疫応答は現在研究が進められている段階で不明な点が多々ありますが、
これまでの風邪対策の 知見を参考にすると、激しい運動による免疫機能の低下は可能な限り避ける、
もしくは低下後の免疫機能の回復を促進させることが重要である。

バレーボールは競技者自身が相手と接触して行う競技ではないが、１つのボールを介して競技を行う。
そして1コート(１８m×９m)の中に１２人のプレーヤーを含む為、試合をした選手全員が濃厚接触者
となる可能性が高い。
また、直近の試合のチームメイト、対戦相手に感染者が出た場合、チーム全員が濃厚接触者となる可
能性が高くなり、経過観察が必要になる事が考えられる。

大会参加者及び運営者はここで示す、ガイドラインを遵守すること。また、通常の公式戦に近い形で
試合を設定するが、コート設営や試合時間の設定など感染対策を第一に行うこととする。
個人の取り組みとして、こまめな手洗い・消毒の実施に協力すること。

（３）リスクの予防について



２．大会の開催について

➢ 大会期間前、大会期間中に緊急事態宣言が発令されていないこと

（社会の情勢によって判断）

➢ 参加チームのエントリーが正規にされていること

➢ 参加チーム及び会場でガイドラインを遵守し、感染症対策が十分に行われ

ていること

➢ 大会期間中に感染者が拡大し大会実行委員会が続行が不可能と判断されて

いない場合

（１）大会開催条件



２．大会の開催について

（2）大会日程

11月28日 代表者会議

11月29日 トーナメント１回戦 （男女）

11月30日 トーナメント１回戦 （男子2会場、女子2会場）

12月1日 トーナメント２回戦 （男子3会場、女子3会場）

12月2日 トーナメント3回戦 （男子2会場、女子2会場）

12月3日 トーナメント準々決勝 （男子1会場、女子1会場）

12月4日 トーナメント準決勝 （男女同会場）

12月5日 男女3位決定、決勝 （男女同会場）



３．大会関係者への取り組み

(１)大会期間前(11月15日～)の対応

大会運営関係者・チーム関係者には、

①大会２週間前から2週間後まで「ONE TAP SPORTS」
（体調管理チェック機能）もしくはGoogleフォームでの記録。

※ ①の設定が出来ない場合は、健康チェックシートにより管理を行う
→ 異常があれば当連盟に報告すること

以上による、体調管理を行うこととする

大会２週間前の体温管理・行動履歴の確認が出来なければ参加を認めない



４．チーム関係者へ向けて

（1）会場入場者の制限について

１１月２９日～１２月３日

→選手及びスタッフの入場可能人数は３０名までとする。
(学生サポーターを除く)
大会期間中は毎日、前日までに翌日の入構者リストを学連に提出すること

学連が確認を行うため、早急に提出をお願いします。

（提出締め切り時刻については別途連絡）

提出先：vital@juvf.jp
件名：F/M ○○大学 ○○会場 ○月○日
※女子チームはF、男子チームはM



４．チーム関係者へ向けて

（１）会場入場者の制限について

１２月４日、１２月５日
→所属チーム全員の入場を認める
※ただし、入構者リストは同様に提出を行うこと。

また、フロアに降りることができる人数は30名までとし、それ以外の
チーム関係者は指定された待機場所で待機すること

(２)データ収集の人数について

自チームの試合前・試合後のチーム、別会場のデータを集める時
→データ収集３名まで

※ データの収集については、感染症対策に十分配慮しながら行うこと



４．チーム関係者に向けて

（３）会場入場時について

・入場の際には必ずマスクをしていること（会場内も試合中の選手を除き原則着用）

※不織布のマスクを推奨する

・前日に提出した入構者リスト順に並ぶこと(受付がスムーズになります)

・入場時に受付にて検温と手指消毒を行うこと

・検温を済ませたら受付で氏名を伝え、チーム用IDを受け取る。→入場手続き完了

・手続きを済ませたら速やかに、自チームの待機場所へ向かうこと

※ 移動経路については運営者からの指示に従うこと



４．チーム関係者に向けて

（４）会場入場時刻について

第1試合 12:00入場 12:25フロア開放 13:15試合開始

第2試合 15:15入場 15:40フロア開放 16:30試合開始

１１月２９日(月)

１１月３０日(火)
～１２月４日(土)

第1試合 8:45 入場 9:10フロア開放 10:00試合開始

第2試合 12:00 入場 12:25フロア開放 13:15試合開始

第3試合 15:15 入場 15：40フロア開放 16:30試合開始

1２月５日(日) 第1試合 8:45 入場 9:10フロア開放 10:00試合開始

→その後の試合を追い込み方式とするため試合開始時刻を定めない。

2試合目以降の入場時刻・・・前試合の試合開始時刻と同時に入場可能

アップ・・・前試合の1セット目終了後サブアリーナにて可能となる。



４．チーム関係者へ向けて

（５）大会参加時の注意事項１

・コートに入る際は必ず手指の消毒を済ませてから入場すること

・原則、会場内では全員マスクを着用すること(不織布マスクを推奨)
※ 試合を行っている選手及びモッパーはチームによって

マスクの着用を判断すること
※ ベンチスタッフ及びウォーミングアップエリアにいる控え選手は、

マスクを着用すること
◎マスクは常に衛生的に管理すること

・ギャラリー席での応援方法はマスクを着用し、大声での応援は禁止とする
また、立ち位置や座席の位置によって人と人の空間をとること



４．チーム関係者へ向けて

（５）大会参加時の注意事項２

・試合終了後は基本的に

１５分間フロアでダウン→１５分間で会場から退場

とするため、試合終了後３０分以内に会場から退場できるように
すること

・ミーティングについてはフロアでは行わず会場退場後に行うこと
また、行う際は３密を避けて必ずマスクを着用すること



４．チーム関係者へ向けて

（５）大会参加時の注意事項３

控室・更衣室・待機場所の使用について

・密集しないように、各チーム少人数で使用すること
・様々な場所に触れた際は、個人で意識的に手洗い・手指の消毒を行こと

その際、マスクは衛生的に管理すること (放置しないこと）
・ゴミなどは残さず、必ず使用したところは各自で消毒する

・施設内での食事は基本的に禁止とする
ただし、学連から食事について指示があった場合については、
指定された場所で手洗い・手指の消毒を行い、人との距離を保って
食事すること



４．チーム関係者へ向けて

（５）大会参加時の注意事項４

大会終了後について

・大会終了から２週間は「ONE TAP SPORTS」（体調管理チェック機能）
もしくはGoogleフォームでの記録を続けること

・なお、終了後２週間以内に体調不良等が現れた場合は学連窓口まで
速やかに報告すること



４．チーム関係者へ向けて

（６）宿泊を伴う参加について

【ホテル宿泊時について】

・ホテル滞在時も感染症対策を徹底すること
・宿泊先からの外出は最低限とし、極力控えること
・コンビニ・コインランドリー等、宿泊時に必要な事柄であれば短時間で

人が多くいる場所を避けながら行うように心がけること
・宿泊施設外での飲食・商業施設への外出等は感染リスクが高まるため

自粛すること
・ホテル共用部については、長時間滞在しないよう注意すること



４．チーム関係者へ向けて

（６）宿泊を伴う参加について

【食事について】

・食事の際は、大人数での食事は控えること、
手洗い・消毒の徹底、外食は自粛する等の感染症対策を実施すること

・食事中以外は、マスクを着用すること
・食事中の会話は極力控え、対面での食事も極力控えること



４．チーム関係者へ向けて

（７）競技場の注意事項

・ベンチスタッフ・モッパーは必ず、人との距離を取ること

・タオル、水ボトル、アイシングバッグなどの共用禁止

・補食は蓋のついたゼリー飲料のみ認めることとする

・原則、シューズ裏を手で拭かない

（自チームベンチ横に濡れ雑巾などを用意していいが、その際は競技中のけがに繋が

らない事や、使用後の後処理も必ず行う事）

・競技中のハイタッチをできるだけ控える。選手交代時は手を合わせないこと

・応援者は間隔をとり、必ずマスクを着用して行うこと



５．企業関係者へ向けて

・事前に申請（11月24日締切）を行い、大会２週間前から体調チェックシート

を記載し、大会来場当日名刺と一緒に提出する

・入場人数は各企業２名までとする

・受付にて、入場手続き（検温・氏名確認・手指消毒）を済ませ会場へ入ること

・各会場、指定場所以外でのご観覧はご遠慮ください

・選手及びチーム関係者との接触はできる限り控えること



６．報道関係者へ向けて

・事前に申請（11月24日締切）を行い、大会２週間前から体調チェックシート

を記載し、大会来場当日名刺と一緒に提出する

(学生新聞は学生証の提示でも可)

・受付にて、入場手続き（検温・氏名確認・手指消毒）を済ませ会場へ入ること

・入場人数は各報道機関２名までとし、フロアでの撮影は禁止とする

（配信関係者については前もって学連に申告すること）

・各会場、指定場所以外でのご観覧はご遠慮ください

・インタビューをする際は、可能な限り電話等の接触しない方法で行うこと

直接行う場合はマスクを着用の上15分以内で、十分な距離を保ち行うこと



７．審判へ向けて

・大会２週間前～大会期間中の体調管理について

健康チェックシートを必ず提出すること

・審判入場時刻は試合開始時刻の1時間１５分前とする

（それより前の入場は出来る限りお控えください）

・審判ミーティングの時間は試合開始時刻の１時間前とする

・審判ミーティングを行う際には、３密を避けて行うこと



８．運営者の取り組み

（１）受付の取組み

・大会参加者の検温・手指消毒の実施

・入口の常時開放

・使用物品（筆記用具、机等）についてはこまめに消毒をする

・チーム入場時の際は、待機場所への移動を促す

・フロア開放前のウォーミングアップは禁止の為、声を掛ける



８．運営者の取り組み

（２）競技運営時の取組み

・試合開始時の挨拶は、両コートエンドライン上で行う（ネット付近に集まり、握手などはし

ない）

・ベンチは最大７席とし、スタッフの椅子との距離を最低１席分はあけること

・ウォーミングアップエリアは、会場によって異なるが、控え選手が密集しないように設置す

ること

・各セット１３点（５セット目は８点）で消毒のためのタイムアウトを行う

・コートチェンジは時計回りに行う

・コートチェンジ時のベンチ消毒は各チームで行うこと

・セット間と消毒のタイムアウトで、ボールリトリバー・クイックモッパーの手指消毒を行う



８．運営者の取り組み

（３）競技終了後

・試合終了後、速やかに次の試合についてのアナウンスを行う

※１試合目が長引いた際は、第2試合の試合開始時間を含むアナウンスをする

・試合終了後約１５分間の消毒作業および換気を行う（５日を除く）

・使用した消毒用具・ビニール手袋等をまとめ、別途ゴミ袋に捨てる

・試合後の手洗い・消毒の呼びかけを行う

・補助役員に手伝ってもらい、ビニール手袋を着用し消毒・換気作業を行う

（点示・ボール・モップ・審判台・ネット・机等、その他使用した箇所）

その間、次の試合のチームをフロア内には入れてはいけない（５日を除く）



８．運営者の取り組み

（４）審判運営について

・主審・副審を派遣して行う

・補助役員は原則学連サポーターと前試合の敗戦チームが担当する

※点示、ボールリトリバーに関しては全試合対戦チーム校から３名ずつ選出すること

（１２月４日、５日を除く）

・不足している箇所は、①対戦校、②同会場で同時刻に試合を行っている他コートチームに派

遣を依頼する

・補助役員の人員として事前に依頼された者は制限人数（３０名）を超えて

入場することが出来る

なお、補助役員を依頼された者は、学連から配布されるIDを身に付けること

・準決勝以降については、試合に該当しないチームから補助役員を派遣する



８．運営者の取り組み

（４）審判運営について

審判を行う者はマスクの着用を必須とする。それぞれ以下のように対策、対応を行う

〇主審・副審（ビニール手袋着用）

→ホイッスルを使用、上からマスクを着用すること

〇ラインジャッジ

→各大学でフラッグを持参する

無い場合は貸し出しをするが、使用前後に必ず手指の消毒を行う

〇スコアラー

→各大学で筆記用具（青ペン・定規・修正テープ・シャーペン・消しゴム等）を持参する

接触箇所については、セット間及び試合間にこまめに消毒を行う

〇ボールリトリバー（ビニール手袋貸出）

→雑巾を使用し、タイムアウト時・セット間にボールの消毒、使用後は処分

〇クイックモッパー

→各大学でビニール手袋を用意する



８．運営者の取り組み

（５）控え室・更衣室等の設置方法

・選手が使用する控え室の大きさにより、人数を制限し

密集させないようにする

・常時、開放できる窓やドアを開けておく

・机や椅子などの配置を工夫し、出来る限り距離を確保する

・消毒液を設置する。時間を決め学連員が消毒作業を行う



９．観客の皆様へ

今大会は、１２月４日、５日のみ各チーム土曜日５０名、日曜日１００名のチー

ム応援者を入れて運営することと致しました。

また、一般観客も１２月４日、５日のみ入場可能となりました。

しかし、観客を入れる事により、感染のリスクは非常に高くなります。

来場する皆様にはその危険性も含め、選手及び関係者並びに応援して下さってい

る皆様の身を守る為にも、以下に示す感染症対策にご協力下さいますようお願い

致します。



９．観客の皆様へ

【チーム応援者】

（１）試合観覧の手続き

① 試合を観覧する２週間前までにチームから受け取った健康チェックシートを

使用して検温を各自行ってください。

② チームに事前に観覧の申請を行ってください。

来場できるのは、原則としてチームから許可された関係者等とします。

③ ２週間前からの検温を記載した健康チェックシートを、

大会当日チーム担当者と会場受付のサインをもらい提出してください。



９．観客の皆様へ

【一般観客】

（１）試合観覧の手続き

試合を観覧する２週間前から検温・行動記録を各自行ってください。

（２）来場する際の注意事項

９：２５分以降から入場可能になります。



９．観客の皆様へ

【チーム応援者】

（２）来場する際の注意事項

１試合目 ９：1０

２試合目以降 前試合の第３セット開始時

※この時間より早めに来ることはお控えください。



９．観客の皆様へ

【チーム応援者】

（２）来場する際の注意事項

・試合を観覧できるのは、申請を行ったチームの試合のみとします。

（チーム応援者のみ）

・入場待機をする際は必ず人との間隔を空けてお待ちください。

・受付にて、以下３点のご協力をお願いします。

①来場時の検温

②チームから事前に受け取った健康チェックシートの提出

※健康チェックシートについては大会終了後２週間まで保管し、それ以降は厳重に処分

させて頂きます。



９．観客の皆様へ

【チーム応援者・一般観客】

①入場の可否について

・大会前２週間における以下の事項の有無（全員分）

ア 平熱を超える発熱
イ 咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状、嗅覚や味覚の異常
ウ 体が重く感じる（だるさ、倦怠感）、疲れやすい、

息苦しい（呼吸 困難）等
エ 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無
オ 同居家族や身近な知人の中で感染が疑われる方の有無
カ 過去14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされて

いる国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触の有無
⇒ 該当する項目がある場合、参加を控えること

・大会当日の体温（全員分） ※３７．４度以下である事



９．観客の皆様へ

【チーム応援者・一般観客】

（４）会場内での注意事項１

・会場内では、マスクと受付で渡されたチーム応援者ID（チーム応援者のみ）

を身に付けてください。関係チームが試合を行っている際も再入場は不可です。

・座席は指定されている場所でご観覧ください。連なって座る事は出来ません。

必ず着席可となっている座席に座ってください。

・会場内でチームとの接触はお控えください。

・こまめに手洗い・うがい・消毒を行うようにしてください。



９．観客の皆様へ

【チーム応援者・一般観客】

（４）会場内での注意事項２

・声を出しての応援は禁止です

・写真撮影は、フラッシュ撮影は禁止です。

・ゴミは各自でお持ち帰りください。

・忘れ物については貴重品のみ大会１週間後まで保管しますが、

その他は処分致します。



９．観客の皆様へ

【チーム応援者・一般観客】

（５）大会終了後の取組

・大会終了後２週間まで検温を実施し体調管理をしてください。

・体調に違和感を感じましたら

health@juvf.jp （感染症対策窓口）に早急に連絡を入れ、

病院へ受診してください。

受診した際にはもう一度診断結果をお伝えください。

大会を無事終える為に、最後までご協力の程お願い致します。


